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まちのひと 小林紀美子さんの紹介本リスト 

       城東区在住の主婦 

 

 

 

 原田マハさんの本を紹介します 

 

 先ず一番最初に出会った本は、「奇跡の人」でした。世界的に有名な人「ヘレンケラー」の日本版でした。場所は、東北青森県弘前が舞台の

話でした。ヘレンケラーは知っていたのですが読み進めて行く内に、別物になっていました。そしてその中に、旅芸人の娘で、目が不自由で唄の

うまい少女瞽女さんが、登場し、話は大きくふくらんで、最後は、鳥肌が立ち涙していました。原田マハさんのこの本に出合って、私は次から次へ

と読みあさりました。「生きるぼくら」「リーチ先生」「風神雷神」「楽園のカンヴァス」「暗幕のゲルニカ」「たゆたえども沈まず」「＃・９」（ナンバ

ーナイン）「風のマジム」etc とそのどれもすばらしくて、今まで知らなかった美術の世界、民藝の世界、実在の人物とフィクションの世界の人物

が織りなす世界へ私を連れて行ってくれました。 

 

 

生きるぼくら   原田 マハ/著  徳間書店 
いじめから、ひきこもりになった青年が人の温もりにふれ米づくりから大きく人生が変わっていく話  

  

 

リーチ先生    原田 マハ/著  集英社 
イギリス人陶芸家バーナード リーチと柳宗悦、濱田庄司など実在の人物とフィクションの主人公が東洋と西洋の架け橋となり陶工の視

点からのアート作品 

 

 

風神雷神 Juppiter,Aeolus（上）（下）    原田 マハ/著  PHP研究所 
天才絵師・俵屋宗達の名画「風神雷神図屏風」を軸に描く冒険の話 

 

 

楽園のカンヴァス         原田 マハ/著  新潮社 
巨匠ルソーの名作「夢」に酷似した絵、ルソーとピカソ二人の天才がカンヴァスに込めた想いとは！！  

 

 

暗幕のゲルニカ     原田 マハ/著  新潮社 
 ピカソの故国スペインの内戦下に創撃作ゲルニカに辿りつく真実 

 

 

たゆたえども沈まず   原田 マハ/著  幻冬舎 
日本人の画商林忠正と浮世絵とゴッホと弟テオとの出会いによる世界を変える一枚を生んだ物語 

 

 

ナンバーナイン   原田 マハ/著  宝島社 
一生手放せない絵、一生忘れない恋、上海を舞台に繰り広げられる富、権力、愛憎のストーリー 

 

 



風のマジム     原田 マハ/著  講談社 
沖縄を舞台に日本で初めてのラム酒を造る女主人公、実在の金城祐子さんの話  

そしてこの酒を口にした誰もが言った言葉、風を感じるのひと言 

思わず下戸の私が飲みたい飲んでみたいとネットで注文して取り寄せた程に本の中にのめり込んでしまった本です 
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